
 

10月 14日（土） 
 

13：30～16：30 
 

（事前申込制） 
                             求道会館 1階内部 写真：堀内広治 

 

文京区「求道会館＆求道学舎」 

の歴史的建造物保存活用事例 

―民間資金導入手法― 

   

 

 

会 場 東京文京区求道会館(東京都指定有形文化財)&求道学舎 

プログラム 

第 1 部 お 話  

求道学舎再生のしくみ  近角よう子氏 

設計者・武田五一    藤岡洋保氏(元東京工業大学教授) 

第 2 部 見学会 

参加料 2000 円（当日お支払いください） 

定 員 50 名 

申 込 詳細裏面ご覧ください 

問合せ メール kanagw_juku@yahoo.co.jp 

          電 話 070－4391－7528 

 

   主 催 特定非営利活動法人神奈川まちづかい塾 

求道会館＆求道学舎(文京区) 
 

の歴史的建造物保存活用事例 

求道学舎 写真：堀内広治 



  

藤岡 洋保氏プロフィール 

1949 年広島市生まれ。東京工業大学工学部建築学科 1973 年卒業、同大学院修士課程建

築学専攻 1975年修了、同博士課程建築学専攻 1979年修了、工学博士。 

明治大学工学部助手などを経て、1984 年東京工業大学工学部助教授（建築学科）、1996

年同教授（建築学科）、2000年同大学大学院理工学研究科教授（建築学専攻）、2015年同

大学定年退職、明治神宮特任研究員、現在に至る。その間、ワシントン大学大学院（シ

アトル）、明治大学大学院、北海道大学大学院で非常勤講師。日本近代の建築について、

それも特に建築と「概念」の関係、たとえば「伝統理解と表現」、「空間」、「文化」、「保存」などについて研究。

論文多数。主な著書に『再読／日本のモダンアーキテクチャー』（共編著、彰国社、1997）、『近代の神社景観』

（共編著、中央公論美術出版、1997）、『清家清』（共著、新建築社、2006）、『表現者・堀口捨己─総合芸術の探

求─』（中央公論美術出版、2009）、（『近代建築史』（森北出版、2011）など。2011 年日本建築学会賞（論文）。

2013年「建築と社会」賞。 

 

近角 よう子氏プロフィール 

1970年日本女子大学家政学部住居学科卒業。1970年～71年建築研究所マイス、1971年～

73 年東京大学教養学部教養学科研究生として広部達也先生に師事。1976 年、一級建築士

取得と同時に近角建築設計事務所を設立主宰。1979 年～85 年(株)近角建築設計事務所設

立共同主宰、1985年近角建築設計事務所を再度設立主宰、現在に至る。独立住宅を中心と

して住まい手に寄り添った丁寧な仕事を心がけている。2002 年、 東京都指定有形文化財

「求道会館」開館に伴い、事務局として、建物の活用および管理・維持保存に努めている。 

2009年より JIA登録建築家。2000年中部建築賞、2003年千葉県建築文化奨励賞、2007年

都市住宅学会業績賞、2008 年 JIA 環境建築賞優秀賞、日本建築学会賞(業績)を集工舎建築都市デザイン研究所と共

同受賞。作品に、近衛町アパートメント数寄屋インフィル、KSI実験住棟 101住戸、麗澤瑞浪中学高等学校第 2体育

館、麗澤幼稚園、実験集合住宅 NEXT21フェーズⅡ･405住戸「次世代〈家族〉の家」フェーズⅣ･403住戸「しなやか

な家」、Himmelsblick、求道学舎リノベーション他。著書に「求道学舎再生」（学芸出版社）。 

 

申込方法                         

 氏名、〒住所、連絡先電話番号＆メールアドレスを 

ご明記の上、下記のいずれかにお送りください。 

神奈川まちづかい塾 

 メール kanagw_juku@yahoo.co.jp 

 Fax    045-336-1636 神奈川まちづかい塾 

 

 

今後のイベント予定予告 

１．11 月 12 日（日） 神奈川県湯河原町奥湯河原探訪 

  第 1 部 左官の話「土と技と道具」  

長田幸一氏のお話と仕上げ見学               113-0033 東京都文京区本郷 6 丁目 20 番 5 号 

 第 2 部 老舗旅館と温泉文化めぐり・体験                       

杉本洋文氏(東海大学教授)のお話とまち歩き           

２．2018 年 2 月 相模原市「中村邸」見学会（検討中） 


